
歯ぐきが腫れる歯肉炎から		 	
歯を失う可能性のある歯周炎へと進行

歯周病とは、「歯肉炎」と「歯周炎」という2つ
の症状の総称です。
歯肉炎は、酸素を好む歯周病菌によって引き起こ

されます。通常、歯と歯ぐきの境目にあるわずかな

■歯周病の進行過程

すき間「歯肉溝」からは、白血球や抗体などの免
疫成分を含む「歯

しにくこうしんしゅつえき

肉溝滲出液」という液体が分泌
され、歯を細菌から守る役割を担っています。
ところが、歯周病菌は歯肉溝滲出液に含まれるア
ミノ酸をエサにして増殖していくため、歯周病菌が
増えるにつれて歯肉に炎症が生じ、歯ぐきの腫れや
赤みなどの症状が表れます。

https://www.karadacare-navi.com

さまざまな病気のリスクを高めるお口の生活習慣病とは

「歯周病」知っておきたい病気・医療

歯を支える骨がなくなり、最悪の場合には歯を失うことにも
なる歯周病。それだけでなく、歯周病菌が歯ぐきの毛細血
管から血管内へと侵入して全身へと運ばれることで、さまざ
まな病気のリスクを高める一因になることも多くの研究で分
かってきています。全身の健康を保つためには、まず歯の
健康に気を付けることが不可欠です。歯周病の基礎知識か
ら予防法、最新のホームケアについて、鶴見大学歯学部
の花田信弘さんに伺いました。

初期段階で放置しないことがカギ
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■尿路結石ができる場所

歯肉炎
深さ2〜 3㎜程
度の歯周ポケッ
ト（仮性）を形成

歯槽骨の破壊は
始まっていない

歯槽骨

中等度歯周炎
歯周ポケット
の深さ　
4 〜 6㎜

●歯がグラつく
●歯槽骨の破壊が進む
●出血や膿

うみ

の排出がある炎症が広範囲に広がる

重度歯周炎
歯周ポケットの
深さ
6㎜以上

●歯根がむき出しになる
●歯槽骨はほとんど破壊される
●歯肉が腫れて痛み、やがて歯が抜ける

軽度歯周炎
歯周ポケット
の深さ
4mm未満

歯根膜 歯槽骨

●歯槽骨や歯根膜の破壊が始まる
●歯ぐきが赤く腫れる部分的に赤く腫れる

歯との境目が
ぼんやりしている

歯との境目の山形
がふくらんでいる



こうした炎症が慢性的に続くうちに歯肉溝が徐々
にえぐれて深くなり、「歯周炎」へと進行していきます。
歯肉溝の深さは健康な状態では1～ 2㎜ですが、

4㎜以上になると「歯周ポケット」と呼ばれます。
歯周ポケットの中では酸素を嫌う歯周病菌がどん

どん繁殖し、歯根と歯
しそうこつ

槽骨をつなぎとめる歯根膜や
歯槽骨を破壊していきます。そして最終的には歯が
抜ける事態まで進んでいくのです。

歯肉炎を放置することが	 	 	
全身の病気の一因に!？

歯肉の炎症を放置してしまう理由は、痛みがほと
んどなく、歯ぐきが腫れても歯科で処方された薬を
塗れば、腫れが治まるケースが多いことにあります。
しかし、腫れが治まったからといって根本的に治っ
ているわけではなく、放っておけば歯周炎へと進行
するだけでなく、全身のさまざまな病気の原因にな
る可能性があります。
歯肉炎を放置していると歯周病菌が増殖を続け、
歯周ポケットの中の歯肉が絶えず炎症を起こした状
態になります。すると、異物の侵入を防ぐバリア機
能を持つ上皮細胞が壊れ、傷口ができます。その
傷口から歯肉に張り巡らされた毛細血管へ歯周病
菌が入り込み、全身へと広がっていきます。
血液中に口内の歯周病菌が入り込んだ状態のこ

とを「歯
しげんせいきんけつしょう

源性菌血症」と言います。がんやアルツハ
イマー型認知症、動脈硬化、関節リウマチ、糖尿
病などさまざまな病気のリスク因子になることが、多
くの研究で分かってきています。

歯周病予防の基本は	 	 	
丁寧な歯磨き

歯周病を予防するためには、歯磨きが大切です。
ブラッシングを行う際には、歯ブラシが届きやすい
歯の表面と裏側だけでなく、歯と歯の間の面まで丁
寧に磨きます。歯と歯のすき間は歯間ブラシやデン
タルフロスを使い、しっかり汚れを取り除き、さらに、
舌は舌専用のブラシでやさしくなでるように取り除き
ましょう。細菌のかたまりである「舌

ぜったい

苔」がたまるの
を防ぐことができます。

https://www.karadacare-navi.com/medical/28/詳しくはwebもご覧ください

一生自分の歯を保つには	 	 	
積極的な除菌ケアが有効

日常のケアである歯磨きに加え、歯の表面に付
着した細菌を排除する「3DS」※を活用することを
お勧めします。
※ Dental Drug Delivery Systemの略。虫歯菌や歯周病菌の除菌を行な
う 最新の予防方法で、虫歯や歯周病のリスクが高い人に有効。

マウスピースのようなトレーに抗菌薬や殺菌消毒
剤を入れ、5分程度歯に装着します。歯の表面や
歯肉溝に殺菌剤が染み渡り、バイオフィルム（菌膜）
を作り出す細菌の数を減らします。薬剤に触れてい
ない頬や舌、歯肉などにいる常在菌には影響はあり
ません。3DSを毎日朝晩2回続けることで、健康な
口内環境が整っていきます。
現段階では健康保険が適用されないため、初期
費用として10万円前後かかりますが、口内の歯周病
菌の減少が確認された後は、市販の洗口液を使用
することも可能です。

糖質の摂り過ぎは控え	 	 	
抗酸化成分を十分に摂る

歯の健康を保つためには食生活も重要です。歯
周病菌による炎症や刺激で活性酸素が過剰に分泌
されると、炎症を起こしている組織などを傷つけて、
さらに歯周病を悪化させる要因になります。
ビタミンやミネラル、ポリフェノールなど抗酸化物
質が含まれる食品を十分に摂りましょう。

■抗酸化物質が含まれる食品
ビタミン ニンジン、パセリなど

ミネラル わかめ、ひじきなどの海藻類

ポリフェノール ココア、赤ワインなど

また、たんぱく質や脂質などをバランスよく摂るこ
とも欠かせません。糖質の摂り過ぎや甘いものの食
べ過ぎは歯の状態を悪化させます。
全身のさまざまな病気を誘発しないためにも、日

ごろから正しい口
こうくう

腔ケアの習慣を身に付け、糖質の
摂りすぎを控えるなど心掛けましょう。


